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神岡レーザー伸縮計で観測されたスマトラ地震後約 1ヶ月間の地殻ひずみ変化

Strain changes for a period of one month from the Sumatora earthquake by the Kamioka
laser strainmeter system
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神岡レーザー伸縮計は、岐阜県神岡鉱山の地下 1000mで観測を行っている高精度レーザー伸縮計である。神岡伸縮計
は、スマトラ地震前後数ヵ月の間、レーザー装置の不調で不安定な状態にあり欠測も断続的に起こっていた。ノイズを
多く含んでいる期間であるが、スマトラ地震の解析を行うため、この期間の観測フリンジデータからひずみデータを得
た。本講演では、神岡レーザー伸縮計で観測された地震発生から約一ヶ月間の地殻ひずみについて報告する。


